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、
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川
一
郎 

 
 

２
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
近
く
な
り
、
小
屋
の
予
約
や
問
い
合
わ
せ
も
増
え

て
き
た
。
吉
野
や
前
鬼
か
ら
入
山
し
て
本
宮
を
目
指
す
登
山
者
に
と
っ
て
、
玉

置
神
社
参
籠
（
宿
泊
、
食
事
）
が
出
来
な
い
こ
と
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
玉
置
山

で
縦
走
を
終
え
た
り
、
タ
ク
シ
ー
で
折
立
や
平
谷
に
降
り
て
翌
日
登
り
返
し
た

り
し
て
い
る
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
テ
ン
ト
泊
も
多
い
が
、
時
々
玉
置
山
か
ら
の

下
山
ル
ー
ト
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。
私
は
玉
置
神
社
か
ら
折
立
や
平
谷
へ
徒

歩
で
下
山
し
た
こ
と
は
無
く
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
度
に
実
際
に
歩
い
て
み
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。 

 

湯
川
君
が
や
っ
て
き
た
際
に
そ
の
こ
と
を
話
す
と
、
明
日
に
で
も
行
っ
て
み

よ
う
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。
折
立
、
平
谷
の
両
ル
ー
ト
を
一
度
に
は
歩
く
こ
と

が
出
来
な
い
の
で
、
取
敢
え
ず
折
立
ル
ー
ト
を
歩
く
こ
と
に
し
た
。 

 

４
月
５
日
の
朝
７
時
に
２
車
で
新
宮
を
出
る
。
予
定
通
り
１
時
間
で
折
立
の

旧
南
都
銀
行
に
着
い
て
、
玉
置
神
社
方
向
に
５
０
０
～
６
０
０
ｍ
ほ
ど
登
る
と

念
法
眞
教
の
八
大
竜
王
社
が
あ
り
、
そ
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
（
１
０
台
ほ
ど
駐
車

可
能
）
に
沖
崎
車
を
デ
ポ
す
る
。
湯
川
車
に
二
人
が
乗
り
玉
置
神
社
の
駐
車
場

に
向
か
う
。 

 

午
前
８
時
４
０
分
、
折
立
に
向
け
て
駐
車
場
を
出
発
。
駐
車
場
奥
の
ト
イ
レ

横
か
ら
第
２
駐
車
場
へ
の
道
を
５
０
ｍ
ほ
ど
進
ん
で
折
立
方
面
へ
の
行
政
が

設
置
し
大
き
く
立
派
な
道
標
か
ら
折
立
へ
の
ル
ー
ト
が
始
ま
る
。 

登
山
道
は
幅
員
も
広
く
、
安
定
し
た
き
れ
い
な
道
だ
。
約
１
０
分
で
舗
装
道
路

を
横
切
り
２
０
段
位
の
階
段
を
登
る
。
登
り
切
っ
た
所
が
折
立
と
平
谷
へ
の
分

岐
の
よ
う
だ
が
、
道
標
は
無
く
か
な
り
荒
れ
て
い
る
。
こ
の
登
山
道
の
利
用
者

は
極
端
に
少
な
い
よ
う
だ
。 

 

玉
置
神
社
の
駐
車
場
か
ら
折
立
ま
で
の
ル
ー
ト
は 

◎
玉
置
神
社
駐
車
場
か
ら
折
立
の
旧
南
都
銀
行
ま
で
は
１
時
間
３
０
～
４
０

分
で
到
着
す
る
。 

◎
迷
う
よ
う
な
個
所
は
無
く
、
要
所
々
に
道
標
が
あ
る
。
折
立
中
学
校
の
生
徒

手
造
り
の
看
板
も
４
～
５
個
所
に
あ
る 

◎
途
中
に
林
道
が
交
差
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
道
標
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

◎
自
然
林
は
殆
ど
無
く
、
杉
の
植
林
が
続
く
が
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
て
雰
囲

気
は
良
い
。 

◎
登
山
道
は
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
て
道
幅
も
広
く
足
元
に
不
安
は
な
い
。
（
渡

渉
個
所
は
無
い
） 

◎
奥
駈
縦
走
者
が
朝
行
仙
宿
を
出
て
、
午
後
３
時
頃
に
玉
置
神
社
に
着
く
と
す

る
と
、
折
立
迄
歩
い
て
も
午
後
５
時
前
後
、
ま
だ
明
る
い
う
ち
に
着
く
こ
と

が
出
来
る
。 

  

帰
り
に
平
谷
地
区
（
十
津
川
温
泉
）
へ
の
下
山
ル
ー
ト
を
少
し
調
べ
た
が
、

道
は
荒
れ
気
味
で
、
崩
れ
や
車
道
に
分
断
さ
れ
て
い
て
大
半
が
舗
装
道
路
を

歩
く
こ
と
に
な
る
よ
う
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
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行
動
タ
イ
ム 

玉
置
神
社
駐
車
場8

：40

→8

：54

折
立
・
平
谷
分
岐8

：55

→10

：07

玉
置

山
へ
の
道
標10

：08

→10

：14

八
大
竜
王
社 

生
徒
手
造
り
の
看
板
・
行
政
が
設
置
し
た
道
標
、
数
箇
所
テ
ー
プ
を
追
加 

 

玉
置
山
へ
の
道
標 

 

八
大
竜
王
社 


